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まんのう町は、香川県の南西部に位置し、讃岐山脈の山並みを背景にした水と自然に囲まれた

町です。町名の由来となっている日本一のため池「満濃池」は、讃岐の水瓶と言われており、古

来より多くの恵みをもたらしてきました。

まんのう町教育委員会では地域の貴重な文化財である古代山岳寺院「中寺廃寺跡」の発掘調査

を行なっております。このたび、第4次の発掘調査報告書を発行する通びとなりました。

平成19年度はA・ B・ C地区の追加調査を行いました。その結果、中寺廃寺跡の全貌が一段と

明らかになりました。

また、平成16～ 18年度に実施した調査成果により、平成19年 11月 16日 に国の文化財審議会から

文部科学大臣へ中寺廃寺跡の史跡指定について答申が行われました。

最後になりましたが、発掘調査、報告書の作成に際して、各方面より多大なるご協力とご指導

を頂きました。ここに深く感謝の意を表しますとともに、今後の発掘調査・遺跡整備に引き続き

よろしくご支援賜りますようお願い申し上げます。

平成20年 3月

まんのう町教育委員会

教育長 尾 鼻 勝 吉
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1,本書は、まんのう町教育委員会が文化庁と香川県の文化財補助金を受けて平成19年度国庫補

助事業として実施した、香川県仲多度郡まんのう町造田3469‐2他に所在する中寺廃寺跡の発

掘調査報告書である。

2.発掘調査から報告書の作成はまんのう町教育委員会が行った。

3.本書の実測図の縮尺はすべてスケールで表示した。また図中の方位・座標は国土座標第Ⅳ系

(世界測地系)に よる。標高はT.P。 (東京湾平均海面)からのプラス値である。座標・標

高の記載はすべてm単位である。

4.出土遺物・写真 。図面等の調査成果物はまんのう町教育委員会にて保管している。

5.挿図の一部に国土地理院発行 5千分の 1国土基本図を複製した琴南町全図 (承認番号四複第

238号)及び、国土地理院発行 2万 5千分の1地形図「内田」を一部改変して使用した。

6.遺構は下記の略号によって表示している。

SP 柱穴  SB 掘立柱建物跡  SD 溝状遺構  SK 土坑

7.調査の実施から本書の執筆に至るまでは、以下の方々や諸機関のご指導・ご協力を頂きまし

た。記しておネし申し上げます。

伊賀正法・上原真人・片桐孝浩・木原薄幸・桐生直彦・坂井秀弥・菅原良弘・鈴木信男・

丹羽佑―・信里芳紀・藤好史郎・松本豊胤・森 格也・渡部明夫

香川県埋蔵文化財センター・香川県歴史博物館 。まんのう町文化財保護協会

(敬称略・五十音順)
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1.遺跡の環境

(1)遺跡の立地

まんのう町は、香川県仲多度郡の3町 (満濃町、仲南町、琴南町)が、平成18年 3月 20日

に合併して誕生した新町である。香川県南西部に位置し、面積は約194.17kゴである。町内

には約1000ケ所のため池が点在しており、町名の由来となっている日本一の灌漑用ため池

『満濃池』がある。町の南端には標高1,000mを 超える竜王山、大川山を主峰とする讃岐山脈

が連なり、そのふもとを県下で唯―の一級河川である土器川が流れている。まんのう町南部

の仲南・琴南地区は山深い地域でありながら、金毘羅街道の一つである阿波街道の阿讃国境

の村として、古くから開かれた地域であり、借耕牛、通婚圏、商業圏などにおいて香川の中

でも徳島との関係が深い地域である。

中寺廃寺跡は、香川・徳島県境の讃岐山脈から尾根伝いに北西へ約 3 km離れた、標高650

～700mに所在する。付近の尾根上には旧行政区画である満濃町 。仲南町・琴南町が接する

三角点があり、そこからは満濃池を初めとし、香川県内の平野を一望できる。また、遺跡付

近には徳島県と満濃地区江畑・仲南地区塩入 。琴南地区杵野をつなぐ尾根沿いの道の結節点

があり、近代以前頻繁に交通が行なわれていたことを聞き取り調査で確認している。

中寺廃寺跡を構成する平坦地は南東に開けた谷を囲み、西のA地区、北のB地区、南のC

地区、南西のD地区に分布する。平坦地はすべて谷の懐側に所在しており、尾根が風防の役

割を果すと考えられる。谷の開けた南東側には古くから信仰されてきた大川神社の御神体で

ある、大ナ|1山を望むことができる。

以上のように中寺廃寺跡は、香川・徳島の交流路上の要所に信仰の対象である大川山を望

み、防風に適する谷の懐に立地する。このように俗世と一定の距離を置きながら、交通の要

所に位置し、修行に適した場所であることが、当地に中寺廃寺跡が立地した要因と考えられ

る。
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第 1図 中寺廃寺跡 位置図
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第 2図 中寺廃寺跡 平坦地分布図

中寺廃寺跡 平坦地分布状況 (南東より)
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2.調 査の概要

(1)調査の経緯 (第 1・ 2図参照)

調査地付近は、「中寺」「信が原」「鐘が窪」「松地谷」という寺院関係の地名が所在すること、寛

政11(1799)年 に記された F讃岐廻遊記』中に「中寺」の表記があること、大川七坊といわれる寺

院が山中に所在したと近隣集落において伝承されることより、寺院の存在を示唆されていた。

しかし寺院の詳細が記された文献は未確認であり、中寺廃寺跡は長らく幻の寺院であった。

昭和56年に中寺廃寺跡付近の分布調査を実施し、現在のA地区付近において数箇所の平坦

地を発見した。続いて昭和59年にはボーリング棒による調査を実施し、第 2テ ラスで礎石を

確認した。また第 3テ ラスにおいては試掘調査により塔跡を確認した。塔心礎石の下部から

は地鎮 。鎮壇具と想定される10世紀前半の遺物が出上し、10世紀前半に塔が建立されたこと

を確認した。平成15年度は字中寺全域の詳細分布調査を行い、約1,000mの範囲に遺跡が展

開していることが判明した。また、追跡は大きく4つの地区に分けることが可能であり、A
～D地区とした。平成16年度からは中寺廃寺跡調査・整備委員会を組織し、長期計画に基づ

き本格的な調査を実施した。平成16年度はA地区において塔跡・仏堂跡の発掘調査を実施し

た。その結果、A地区は10～ 11世紀における中寺廃寺跡の中心的な地区であることを確認し

た。また、文献調査の成果により19世紀前半には寺がすでに名称不明の状態であり、現在の

D地区の位置に寺跡があると伝承されていたことを確認した。平成17年度はB地区において、

仏堂跡 。僧坊跡の発掘調査を実施した。その結果、僧坊跡から西播磨産須恵器多口瓶が出土

し、僧坊跡に伴う排水溝より越州窯系青磁碗が出土し、中寺に関わる人々が広い範囲の人々

との交流を持っていたことを確認した。平成18年度はC地区において、石組遺構の調査を実

施した。その結果、石組遺構は平安時代の石塔である可能性が高いと考えた。以上の成果に

より、中寺廃寺跡は異なる機能を持った施設が向かい合って立地するという状況を確認した。

(2)中寺廃寺跡調査・整備組織

調査指導 中寺廃寺跡調査・整備委員会

委員 上原 真人 (考古学京都大学大学院教授)鈴 木 信男 (まんのう町文化財保護審議会会長)

丹羽 佑― (考古学 香川大学教授) 松本 豊胤 (まんのう町文化財保護協会副会長)

木原 薄幸 (文献史学徳島文理大学教授)菅 原 良弘 (まんのう町文化財保護協会副会長)

栗田 隆義 (ま んのう町 町長) 尾鼻 勝吉 (まんのう町教育委員会教育長)
オブザーバー 森  格也 (香川県教育委員会生涯学習 。文化財課 主任)

調査担当 まんのう町教育委員会 中寺廃寺発掘調査室

総   括 雨霧  弘

調査担当者 加納 裕之

調査補助員 中村 文枝  平井 佑典
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(3)調査の経過

平成19年度は主に中寺廃寺跡A地区において発掘調査を行い、また中寺廃寺跡全体の地形測量

及びB・ C地区の追加調査を行った。春から秋にかけて現地作業を実施し、冬季は報告書作成期

間とした。現地作業のうちA地区の調査は4月下旬より開始し、6月 1日以降は国庫補助対象事

業として進め11月 下旬まで実施した。B地区の追加調査は9月下旬より開始し11月上旬まで実施

した。C地区の追加調査は7月下旬より開始し、8月 上旬まで実施した。また、 7月上旬から下

旬にかけて中寺廃寺跡全体の地形測量を業者に委託した。調査終了後に調査区の埋め戻しを行い、

12月 4日 に終了した。その後第 5回調査・整備委員会を2月 16日 に実施し、今年度調査成果の報

告と検討を行った。整理作業は遺物・図面の整理作業を発掘調査と平行して進め、発掘調査終

了後に報告書掲載図面の整理・浄書を行い、2月 から3月 にかけて報告書印刷を業者へ委託した。

また、7月 中旬には平成16～18年度の調査成果をまとめたまんのう町内遺跡発掘調査報告書第3

集を発行した。

(4)周知と活用

調査と併行して中寺廃寺跡の周知化と活用を図るべく、調査成果説明会や町文化祭での展示等

を実施した。以下、見学会・視察・研修など主だった事項を掲載する。

【平成19年度】

4月 19日  まんのう町立琴南中学校遠足「大川山～中寺廃寺跡ハイキング」 27名

6月 4日  まんのう町文化財保護協会琴南支部総会において講演 40名

7月 30日  まんのう町立琴南小学校教員現地見学 8名

10月 27日  平成19年度調査成果説明会 60名 (雨天のため屋内で説明会を実施)

11月 9日  調査・整備委員会上原真人委員現地視察

11月 17・ 18日  まんのう町文化祭にて文化財展「まんのう町のあけぼの」開催

12月 ll日  琴南ふるさと資料館にて琴南小学校 6年生中寺廃寺跡展示説明 30名

2月 12日 香川県高等学校地歴公民科研究会歴史部会において講演 40名

4月 19日 琴南中学校遠足 10月 27日調査成果説明会 11月 17'18日文化祭展示
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3.遺 構

(1)概要 (第 3図参照 )

平成19年度発掘調査はA地区の第 1・ 4・ 10テ ラス及び里道を対象とした。A地区は中寺廃

寺跡が位置する南東へ開けた谷懐の最奥で確認した地区である。A地区については昭和59年

度と平成16年度に発掘調査を実施し、第 2テ ラスにおいて仏堂跡、第 3テ ラスにおいて塔跡と

考えられる遺構を確認している。A地区は10世紀前半～11世紀にかけて中寺廃寺の中枢伽藍が

存在した地区と考えられる。

A地区の発掘調査の結果、第 4テ ラスにおいては3間 ×2間の掘立柱建物跡 1棟と溝状遺

構 1条を確認した。第 1テ ラスにおいては溝状遺構 1条を確認した。第10テ ラスにおいては

柱穴と土坑を確認した。里道では人工的な造成の跡を確認した。

また、A地区調査と平行してBoC地区の追加調査を行なった。B地区第 1テ ラス調査で

は平成17年度に確認した礎石建物跡の西隣において平坦地が広がり、遺物が集中して出土す

ることを確認した。 C地区の調査では石組遺構の平面図を作成した。

(2)A地区 第4テラス

第 4テ ラスは標高720m前後に位置し、南西に面する約50だ の平坦地である。過去の調査

において仏堂跡・塔跡を確認した第 2・ 3テ ラスから約30mと近接しており、中寺廃寺跡中

心部に関わる遺構が存在する可能性が高いと考え調査を実施した。

調査の結果、桁行 3間 ×梁行 2間の掘立柱建物跡を1棟確認した。掘立柱建物跡の床面に

て被熟・硬化した面を検出した。また、掘立柱建物跡の山側において排水溝と考えられる溝

状遺構を確認した。

①平坦地の造成 (第 4図参照)

第 4テ ラスは中寺谷の最奥部、A地区第 1～ 3テ ラスを擁する東方向へ突出する尾根の

側面に形成された、南西に開く浅い谷部に立地する。山側の地山を岩盤まで掘削し、谷側

は数段階に盛土を積み上げ平坦地を造成する。平坦地は発掘調査範囲外においても南西方

向へ延びており、他の建物跡が存在する可能性が考えられる。

平坦地周辺の斜面勾配は山側法面が29° 、平坦地部分が 5° 、谷側法面が26° である。谷

側法面の角度により当時の平坦地はもっと広かったと考えられ、第 4テ ラスを造成してい

た盛上の多くは流失したものと考えられる。

平坦地を造成する盛土は上位の盛土と下位の盛土に別れる。後述する掘立柱建物跡

SB01は上位の盛土が造成された段階で建てられたと考えられる。また、上位・下位の

盛土中からは炭化物・焼土粒・土器片を確認しており、上位の盛土が造成される以前に

SB01に先行する建物が所在した可能性が高い。
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②掘立桂建物跡SB01(第 6図参照 )

盛土上面及び地山上面において、桁行 3間 ×梁行 2間の掘立柱建物跡を構成する柱穴を

10穴検出した。建物跡の方位は梁行方向の柱穴列が N-31°一Eで南東を向く。第 2テ ラス

において確認した仏堂跡がN-5°一E、 第 3テ ラスにおいて確認した塔跡がN-6°―Eで南

を向くことからすると、第 4テ ラスには仏堂跡・塔跡と方位をそろえず、地形に制約され

た向きに建物が建てられたと考えられる。

建物跡の幅は桁行約5.5m、 梁行約3.6mで あり、床面積は約20ゴ である。桁行中央の柱

の間隔は約5.3mを測り、約20cm短 くなる。桁行中央の柱が桁行に比べて短い状況は、隣

接するA地区第 2テラスにおいて確認した掘立柱建物跡と共通する。

梁行における各柱穴の間隔は約1.8～ 1.9mで統一されるが、桁行における各柱穴の間隔

は中央の 1間が約2.0～ 2.lmと なり、他は約1,7～ 1.8mで統一される。桁行中央の 1間が約

20cm広い状況は隣接するA地区第 2テ ラスにおいて確認した掘立柱建物跡と共通する。

建物跡は第 1遺構面において検出した (第 4図 )。 従って、盛土造成後に掘立柱建物が

構築されたことが確認できる。

土層断面により柱痕を確認できなかったが、柱穴底面において確認した柱が窪んだ痕跡

により柱の直径は約15～20cmと 想定できる。また、SP08・ SP09に は根石状の石が確認で

きた。

掲色細砂質土

(小石含む)
明黄帽色砂質土

(小石 炭含む)
黄掲色粗砂質土

(小石 炭 焼土含む)
浅黄色粘質土

(石含む,柱根 )
橙色粘質土

(石 焼土含む ,桂根 )
明黄褐色砂質土

(石含む,焼土含む)
褐灰色粘質土

(桂根 )
黄掲色粗砂質土

浅黄色粘質土

(石合む,柱根 )

□
□

硬化被熱面

被熱面

0            2m

第6図 A地区 第4テラスSB01 平・断面図

D
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③被熱面 (第 6図参照)

SB01床面において被熱面を確認した。被熱面は建物範囲内の山側中央部において確認

している。被熱面の北西よりには最も被熱し硬化したと見られる円形状の窪みがある。窪

みの周囲は強く被熱したためか白みを帯びた赤褐色を呈する。この窪みを囲むように直経

約60cmの範囲の地山面と盛上の一部が被熱・硬化し赤褐色を呈している。さらに、この

被熱面から南東に向けて長さ約1.8m。 幅約0.6mの帯状の範囲が弱く被熱し、淡い赤褐色

を呈している。また、この帯状の被熱範囲の北側と南側にも直径0.4～ 0.5mの弱く被熱し、

淡い赤褐色を呈する円形の範囲が確認できる。また、被熱面付近の流土中には焼土粒・炭

粒を多く確認した。

④溝状遺構SD01(第 4・ 5図参照)

掘立柱建物跡SB01の山側、平坦地と斜面部の境界付近において、緩やかに屈曲する溝

状遺構SD01を確認した。溝状遺構は調査区北西で約1,3m、 調査区北東で約1.2mで ある。

掘立柱建物跡SB01の 北隣で溝は太くなり、幅約2.Omを測る。

SD01は土層断面図によると、調査区北東では約10cm程度浅く窪む。調査区北西では確

認できなかった。SD01の底面の標高は調査区北西端で約720.3m、 調査区北西端で約719.6

mであるため、SD01は調査区北西から北東に向かって流れていたと考えられる。建物北

西のSD01底面の標高が、SB01床面と考えられる受熱面の標高に比べて若干高くなる。調

査区北西では土層が盛土状に水平に堆積している箇所が確認できる (第 4図  12・ 32・

33・ 34層 )。 従ってSD01と 山狽I斜面部の間に犬走り状の土手が設けられていた可能性も考

えられるが、確証は得られない。

(3)A地区 第1テラス

第 1テ ラスは標高733m前後に位置し、南西に面する約900どの、食地区において最も面積

が広い平坦地である。平成16年度において、第 2・ 3テラスの建物跡と方位がほぼ一致する

柱穴列を確認した。また、平坦地造成の段階で混入した旧石器・縄文時代の遺物が出土し、

中寺廃寺跡に先行する遺跡の存在を確認した。

平成19年度は平成16年度に設定した南北方向のトレンチに直行する東西方向のトレンチを

設定し調査を行った。その結果平坦地南西部を北西から南東に向けて流れる溝状遺構SD02

を確認した。

①平坦地の造成 (第 8図参照)

基本層序は地山、流土、腐植上の順である。平坦地山側斜面中に地山の上面を切りこみ、

溝の埋上が堆積する。

平坦地と山側斜面部の境には一段の落ちがあり、A― A"間 における平坦地西端の地山

-12-









面の標高は約732.3m、 平坦地東端の地山面の標高は約732.2mで ある。東西23m間 の標

高差は約0.lmで あることから、第 1テ ラスの平坦地は東西方向はほぼフラットであるこ

とが確認できる。平成16年度調査成果によると南北方向の平坦地北端の地山面の標高は

732.7m、 平坦地南端の地山面の標高は731.7mで あった。南北23m点 間の標高差は約 lm

であった。従って第 1テラスの平坦地は東西南北ほぼ同じ長さを測り、南方向へ向かい緩

やかに下ることが確認できる。

②検出遺構 (第 7図参照)

遺構検出面において溝状遺構平坦地南西部を北西から南東に向けて流れる溝状遺構

SD02を確認した。SD02の底場の標高は、A― A'間 において約733.lm、 C― C'間におい

て約732.2mであり、溝は北西から南東へ向かって流れていたと思われる。

“

)A地 区 第10テラス

第10テ ラスは標高753m前後に位置する、尾根上の中寺廃寺跡において最も高所に立地す

る約200だの平坦地である。中寺廃寺跡で確認した他の平坦地は南東方向に開けた谷懐に位

置するため視界は遮られるが、第10テラスは付近で一番高い山の頂上にあるため地形的には

視界を遮る物はなく、平野部への眺望が開ける。

調査はまず十年にトレンチを設定し、その北西側を3角形に拡張した。その結果、柱穴を

19穴、土坑を1穴確認した。また、遺物は出土しなかった。

①平坦地の造成 (第 9図参照)

基本層序は地山、流上、腐植土の順である。平坦地の全面は緩やかに東へ下る地山上に

流上が堆積している。地山の上面から柱穴・土坑が掘り込まれている。

②検出遺構 (第 9図参照)

土坑SK01上 には焼上が薄く堆積していた。その他小規模な柱穴を数穴確認した。

(5)A地区 里道

中寺廃寺跡A地区には南西から北東に抜ける里道が通り、各平坦地は里道沿いに立地して

いる。里道が中寺廃寺跡に由来するものかどうか確認するため調査を行なった。

調査を行った箇所は尾根の側面斜面にあたり、幅約0.6mの 道が南東から北西へ続く。調

査は里道に直交する約4mの トレンチを設定して行い土層堆積状況を確認した。

①道の造成 (第 3・ 10図参照)

基本層序は地山、盛土、腐植上の順である。

-19-



現在|の里道は山側が地山総 .、 谷側が盛土によリー造成されている.。 盛土中に1磁石が多く

混入していることから、山側斜面を掘削した際の廃土を谷側に盛土することで里道を造成

したものと考えられる。

睡翻…畑

第10図 A地区 里道 断面図



4.遺 物

(1)概要

今年度発掘調査において28を コンテナに換算して約4箱分の遺物が出土した。遺物の種類

は須恵器・土師器・土師質土器・黒色土器等で、主な時期は10世紀前半～■世紀前半である。

また、過去の発掘調査同様瓦は出土しなかった。

(2)A地区第4テラス出土遺物 (第 11～13図参照)

第 4テラスからは須恵器、土師器、黒色土器等が出土した。遺物は層位ごとに分けて取り

上げている。以下出土遺物を下位及び地山直上、中位、上位に分けて記載する。

第11図は下位及び地山直上より出上した遺物である。 1～ 12は地山直上より出上した。13

～27は27層 より出上した。28は39層 より出上した。

l～ 9は土師器イである。 1～ 3は体部から口縁部へかけて直線的に外上方へ延びる。 4

～ 9は底部を回転ヘラ切りしている。 4～ 6は円盤状高台の底部を持つ。体部下端外面に強

いナデを施し、底部が突出する。 7は体部下端外面に弱いナデを施し底部が若干突出する。

8'9は低部と体部の境に明確な稜を持たず、体部下端はやや内湾しつつ緩やかに外上方に

立ち上がる。10は黒色土器椀である。体部から口縁部にかけてはやや内湾しつつ緩やかに外

上方に立ち上がる。口縁端部外面にやや強いナデを施す。全面に炭素を吸着させ黒化処理を

施す両黒焼成 (黒色土器B類)であるが、磨耗が激しく調整等は確認できない。11は土師質

土器土鍋である。体部が浅く洗面器状を呈するもので、頸部は「く」の字形に外反する。12

は須恵器奏である。肩部外面に格子状のタタキを施す。13～23は土師器郭である。13・ 14は

体部から口縁部へかけて直線的に延びる。15。 16は 口縁端部が若千外反する。17～ 23は底部

を回転ヘラ切りしている。17は底部と体部の境に明確な稜を持たず、体部下端はやや内湾し

つつ緩やかに外上方に立ち上がる。体部から口縁部にかけては外反しつつ緩やかに外上方ヘ

延びる。18。 19は 円盤状高台の底部を持つ。体部下端外面に強いナデを施し、底部が突出す

る。20～ 21は体部下端外面に弱いナデを施し底部が若干突出する。22は底部と体部の境に明

確な稜を持たず、体部下端はやや外反しつつ緩やかに外上方に立ち上がる。23は底部と体部

の境に明確な稜を持たず、体部下端はやや内湾しつつ緩やかに外上方に立ち上がる。24は土

師質土器土鍋である。頸部は「く」の字形に外反する。体部が浅く洗面器状を呈するものと

考えられる。25。 26は須恵器壷である。体部から顎部にかけての破片である。27は須恵器壺

である。底部は回転糸切りしている。須恵器壷は器形・製作技法・胎土より京都府亀岡市に

所在する篠窯で生産されたと考えられる。28は土師器郭である。底部は回転ヘラ切りで、底

部と体部の境に明確な稜をもつ。体部下半はやや内湾しつつ立ち上がり、体部上半から口縁

部にかけて直線的にタト上方へ延びる。

遺物の時期は1～ 23、 25～ 28が 10世紀前半～11世紀前半の範疇に収まる。24が13世紀の範

-21-



了  |

3

〃
ケ

＼
、当 =鰍

と 」i必 4

1       夕t′

＼圭」
=正
ジ'7

｀
｀ヽ   =イ ツ~~~=='メ 3

＼  |ィ ラ
′

9

第11図 A地区 第4テ ラス 出土遺物実測図(1)

疇に収まる。

第12図は中位より出土した遺物である。29は 21層 より出土した。301よ23層 より出土した。

131～52は35層 より出上した。

29～44は土師器郭である。29、 36～44は底部を回転ヘラ切りしている。291ま底部と体部の

境に明確な稜を持たず、体部下半はやや内湾しつつ緩やかに外上方に立ち上がる。体部から

口縁部にかけては直線的に外上方へ延びる。30は体部下半はやや内湾しつつ緩やかに外上方

に立ち上がる。体部上半から口縁部にかけては直線的に外上方へ延びる。31～35は体部から
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可能性がある。36は円盤状高台の底部を持つ。体部下端外面に強いナデを施し、底部が突出

する。37・ 38は体部下端外面に細く強いナデを施し、底部が突出する。39～41は体部下端外

面に弱いナデを施し底部が若千突出する。40。 41は体部から口縁部にかけてやや内湾しつつ

緩やかに外上方へ延びる。42は底部と体部の境に明確な稜をもち、体部から口縁部にかけて

は直線的に外上方へ延びる。43・ 44は底部と体部の境に明確な稜を持たず、体部下半はやや

内湾しつつ緩やかに外上方に立ち上がる。体部から口縁部にかけては直線的に外上方へ延び

る。45。 46は土師質土器長胴奏である。45は頸部の内面に明確な稜を持たず「く」の字状に

外反し、口縁端部は上方につまみ出している。46は口縁端部を上方につまみ出している。口

縁部内面には横方向の刷毛目を施す。47は土師質土器土釜である。太めの鍔がつき、口縁部

は非常に短く鍔とほぼ一体化している。体部の外面には縦方向の刷毛目が施される。48は土

師器椀である。底部を回転ヘラ切りし、体部下端外面に細く強いナデを施し、底部が突出す

る。体部から口縁部にかけてやや内湾しつつ緩やかに外上方に立ち上がる。底部には直径約

6 11ullの穴があり、断面の形状より焼成前に内側から外側へ向かって穿了としたと考えられる。

底面の穴付近には穿孔の際にはみ出た粘土をヘラ状の工具で拭って調整した痕跡が残る。体

部下半内面及び口縁部の一部には熱を受けて暗灰褐色となる部分があり、灯明皿として使用

された痕跡と考えられる。491ま黒色土器椀である。底部には「ハ」の字状に開く細い輪高台

が付く。体部下半は緩やかな曲線を描いて外上方へ立ち上がり、体部上半は直線的に外上方

へ伸びる。口縁端部内面には1条の沈線を巡らせる。器表面全体には底部外面も含めて幅約

2 mmのヘラ磨きを緻密に施す。全体に炭素を吸着させ黒化処理を施す両黒焼成 (黒色土器B

類)である。県内出上の黒色土器とは器形・製作技法に差異が認められ、搬入品と考えられ

る。高台の形状と内湾する深い底部より畿内系V類 と考えられる。50・ 51は須恵器壷である。

50は体部で外面には格子状工具の痕跡が残る。51は底部で外面に繊維質の圧痕が残る。52は

砥石である。流紋岩製で表と裏面が研磨されている。

29～52の遺物の時期は10世紀前半～11世紀の範疇に収まる。

第13図 は上位及びその他より出土した遺物である。53～ 56イよ5層より出土した。57・ 58は

20層 より出土した。59・ 60は排土中より確認した。61・ 62は SB01を構成するSP10の 2層 よ

り出土した。63は 5。 25。 27・ 35層 より出土した。

53～55は土師器郭である。底部を回転ヘラ切りしている。53・ 54は円盤状高台の底部を持

つ。体部下端外面に強いナデを施し、底部が突出する。55は体部下端タト面に弱いナデを施し

底部が若干突出する。56は須恵器奏である。体部外面に格子タタキロ、内面には同心円状の

当て具痕が認められる。57は土師器イである。底部を回転ヘラ切 りしている。底部と体部の

境に明確な稜を持たず、体部下半は直線的に外上方へ立ち上がる。口縁端部はやや外反し外

上方へ伸びる。58は土師質土器の奏である。顎部は「く」の字状に屈曲し、体部はやや浅い

形状を呈する。59は須恵器郭である。底部には外下方へふんばる形状の高台がつく。60。 61
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は土師器必である。底部を回転ヘラ切りしている。60は底部と体部の境に明確な稜を持ち、

体部は直線的に外上方に立ち上がり、日縁部へ延びる。61は体部下端外面に弱いナデを施し

底部が若干突出する。体部は直線的に外上方に立ち上がり、口縁部へ延びる。62は須恵器奏

の体部破片を利用した転用硯である。外面には格子タタキロ、内面には磨耗した同心円状の

当て具痕が認められる。63は須恵器多口瓶である。体部の外面はタタキを施した後横ナデを

施し、内面は横ナデを施す。肩部には2条の突帯を接合する。上位の突帯は下方の角が外方

に若干つまみ出す方形の断面を呈し、下位の突帯はさらに強く下方の角を外方へつまみ出す

五角形の断面を呈する。上位の突帯の内面には指頭圧痕、下位の突帯の内面には強い横ナデ

がそれぞれ確認できることから、内面を押さえながら突帯を接合・整形したと考えられる。

下位の突帯の一部に上から粘土を貼り付けた箇所があり、小口縁部を接合した際の粘土と見

られるため、多口瓶であると判断した。口縁部はゆるく外反して口縁端部上端を上方につま

み上げ、口縁端部下端を下方に引き出す。体部外面には窯内の降灰による自然釉が外面の一

部に付着する。須恵器多口瓶は器形・製作技法・胎土より西播磨産と考えられる。

遺物の時期は53～ 58、 60、 62は 10世紀前半～11世紀前半の範疇に収まる。59が 8世紀後半

～ 9世紀前半の範疇に収まる。61が10世紀前半の範疇に収まる。63は兵庫県相生市緑ヶ丘古

窯跡群における双耳壺の編年より、 9世紀末～10世紀初頭に製作されたものと考えられるが、

突帯の形状や口縁端部の形状により古相の要素が認められるため、 9世紀末に製作されたも

のと考えられる。

(3)A地区 第 1テラス出土遺物 (第 14図参照)

第 1テ ラスからは土師器、サヌカイト等が出土した。

第14図は第 1テ ラスより出土した遺物である。64～66は流土中より出土した。

64は土師器椀である。底部を回転ヘラ切りし、断面三角形の低い輪高台が付く。体部下半

は緩やかな曲線を描いて外上方に立ち上がる。65は須恵器皿である。底部と体部の境に明瞭

な稜を持たず、体部下半は直線的に外上方に立ち上がる。66は須恵器郭である。体部から口

縁部にかけて直線的にタト上方へ延びる。

遺物の時期は64が13世紀、65'66が 10世紀前半と考えられる。
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5]ま とめ

(1)中寺廃寺跡A地区の検討

① はじめに

中寺廃寺跡A地区は昭和59年度・平成16年度において発掘調査を行い第2テ ラスにおいて仏

堂跡、第 3テラスにおいて塔跡を確認した。その結果A地区は国家仏教に関わる中寺廃寺跡の

中心地区と想定した。その後平成19年度に第 1・ 4・ 10テ ラス及び里道の発掘調査を行い、A

地区における新たな状況が明らかとなった。そこで以前の調査成果に平成19年度調査で明らか

となった内容を補足し、改めて中寺廃寺跡A地区について検討を行う。

第10テ ラスにおいては焼土面をもつ土坑1基、柱穴数基を確認したものの、尾根上に所在す

るためか今回の調査において遺物が確認できなかったため、今後の調査に期待したい。

② 第2・ 3テラスの状況

A地区は中寺廃寺跡の各遺構が分布する谷の最奥部に立地し、寺院の中心的な施設である

塔・仏堂が規則的に配置された寺院の中心部として位置づけられる。仏堂跡を確認した第2テ

ラスと塔跡を確認した第3テ ラスはA地区から北東へ延びる主尾根の側面から南に延びる緩や

かな尾根上に立地する。

第 2テ ラスは標高約727mに位置し南面する平坦地で、山側を岩盤まで削平し谷側に盛上し

造成している。平坦地と山側斜面の間においては建物柱筋に平行した溝状遺構を確認しており、

建物の雨落ち溝と山側斜面から流れ込む雨水の排水溝を兼ねた溝と思われる。谷側には平坦地

造成に併せて緩斜面を造成しており、建物に付随した広場と考えられる。平坦地においては桁

行 3間 (約6.7m)× 梁行 2間 (約4.7m)の掘立柱建物跡と桁行 3間 (約 6.3m)× 梁行 2間 (約

4.6m)の礎石建物跡をほぼ同位置で検出した。礎石はすべて掘り方を掘削して据えている。各

建物は同一の平坦地を柱穴及び礎石掘り方が掘り込み造成されている。埋没した柱穴を覆うよ

うに礎石が据えられている箇所が確認できるため、掘立柱建物から礎石建物へ建て替えられて

いることがわかる。建物跡の方位は掘立柱建物跡・礎石建物跡共に梁行方向でN-5°―Eであり、

建物はほぼ真南を向くと考えられる。掘立柱建物跡においては柱穴の間隔が約2.lmで統一さ

れるが、桁行中央の 1間のみ約2.3mを測り約20cm広い。また梁行中央の柱の間隔は約6.5mを

測り、建物桁行に対して約20cm狭い。また、礎石建物跡については礎石の間隔は桁行約2.lm、

梁行約2.3mで統一される。建物が造成された平坦地直上の流土中より10世紀後半～11世紀の

土師器郭と鉄製品が多量出土した。土師器郭は表面に黒色の付着物や円形剥離が見られ灯明皿

として使用されたと考えられる。土師器邦は建物南西よりで多く出上した。鉄製品はX線写真

観察により和釘、先端を輪状に加工したもの、かすがい状のものが確認できた。鉄製品は建物

中央北よりに集中して出土した。第2テ ラスに所在した建物については後述する塔跡との位置

関係により、塔より上位の建物が所在したと考えられる。また、遺物の出土状況より鉄製品は

-27-



仏像や須弥壇に関わる金具、灯明皿は照明器具であった可能性が考えられる。従って、第 2テ

ラスに所在した建物は仏堂であったと想定した。

第 3テラスは標高約723mに位置し南面する平坦地で、山側を岩盤まで削平し谷側を基壇状

に盛上し造成している。地盤が軟弱な谷側は地面を掘り窪め、互層状に上を積み固めることで

地盤改良を行っている。平坦地と山側斜面の間においては建物柱筋に平行した溝状遺構を確認

しており、建物の雨落ち溝と山側斜面から流れ込む雨水の排水溝を兼ねた溝と思われる。建物

跡は礎石が南北 3間 (約 5.4m)× 東西 3間 (約 5。2m)で並び、その中央に 1間四方の礎石とさ

らに中央に一際大きな心礎石が位置することから塔跡と考えられる。礎石は地山上に直に据え

たものと盛土上に掘り方を掘削し据えたものがある。塔跡の方位は南北方向でN-5°一Eであ

り、塔はほぼ真南を向くと考えられる。礎石の間隔は南北方向は約1.8m、 東西方向は約1.7m

で統一される。建物が造成された平坦地直上の流土及び盛土中より10世紀の土師器と須恵器が

出上した。塔跡心礎直下の上坑内には中央に長胴奏、その周囲に赤く焼成された10世紀前半の

須恵器壷 5個を立て並べていた。

第 2テラス仏堂跡と第 3テ ラス塔跡は讃岐国分寺と同じ大官大寺式の伽藍配置をとる。また、

塔跡心礎石直下の土坑より出土した須恵器壺は讃岐国府より約 4 kmの近隣に所在する十瓶山古

窯跡群において特注品として焼成されたと考えられ、中寺廃寺跡造営の背景に讃岐国府や讃岐

国分寺が関与した可能性が高い。従ってA地区の第 2・ 3テ ラスは国家仏教と関わる中寺廃寺

跡の中心施設であったと考えられる。

③ 第 1・ 4・ 10テ ラス及び里道の状況

平成19年度調査により、中寺廃寺跡A地区第 1・ 4・ 10テ ラス及び里道の調査を行った。そ

の結果明らかになった状況を述べる。第 1テ ラスにおいては溝状遺構を確認した。第 1テ ラス

は塔・仏堂の背後に立地し塔・仏堂と方位がほぼ一致すること、10世紀前半の遺物が出土して

いることから塔 。仏堂等と同時期に何らかの施設があったと考えられるものの詳細は不明であ

る。第10テ ラスにおいては焼土面をもつ土坑 1穴、柱穴数穴を確認した。里道においては道が

山側の切土と谷恨1の盛土によって造成されていることが確認できた。人里離れた山中の山道に

も関わらず比較的大規模な造成がなされているため、中寺廃寺造営に伴い道が設置された可能

性が考えられる。

第 4テ ラスは中寺谷の最奥部、A地区第 1～ 3テ ラスを擁する南方向へ延びる緩やかな尾根

の側面の南西向きの谷部に立地する。第 4テ ラスは標高約720mに位置し南西に面する平坦地

で、山狽Jを岩盤まで削平し谷側に盛土して造成している。平坦地と山側斜面の間においては

溝状遺構SD01を 確認している。SD01は SB01の柱穴列とは平行しないためSB01の雨落ち溝で

ある確証は得られないものの、山側斜面からの雨水が建物に入らないようにするための排水

溝であったと考えられる。建物跡は桁行 3間 (約5.5m)× 梁行 2間 (約 3.6m)の掘立柱建物

跡SB01を検出した。建物は地山と盛土で造成された平坦地を柱穴が掘り込み造成されている。
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盛土中には焼土・炭などを多く含むため、盛土下位に先行する遺構が存在する可能性が考えら

れる。建物跡の方位は梁行方向でN-31°一Eであり、建物は南東を向くと考えられる。梁行に

おける各柱穴の間隔は約1.8～ 1.9mで統一されるが、桁行における各柱穴の間隔は中央の 1間

が約2.0～ 2.lmと なり、他は約1,7～ 1.8mで統一される。また、梁行中央の柱の間隔は約5.3mを

測り、建物桁行に対して約20cm狭い。また、建物床面の一部においては赤褐色を呈する被熱面

を確認した。建物が造成された平坦地直上の流土中や盛土中からは調理具・供膳具が多量に出

上した。遺物の時期は主に10世紀前半～11世紀前半の範疇に収まる。

第 4テ ラスSB01については建物中央から山側の壁際までの限られた場所で被熱面を確認し

たことにより、建物内で火を使用した施設であったと考えられる。また、遺物として調理具や

供膳具が多量に出土したことを考慮すると、被熱面は築亀の痕跡であり、建物は調理施設で

あったと想定するのが妥当と考えられる。築篭については絵図に記載された例が確認できるた
おお�ヽ や   くりや

め、参考資料として第15図に掲載した。調理施設を持つ寺院内の建物としては「大炊屋」

「かまど屋」等が考えられる。

厨」

④ A地区の意義について

以上、今年度調査成果により中寺廃寺跡の中心的な地区と考えられるA地区において調理施

設が存在することが確認された。A地区第 4テ ラスSB01と 隣接する第 2テ ラス仏堂跡 。第3

テラス塔跡においては同時期の遺物を確認したため、中寺廃寺跡A地区には仏堂・塔といった

国家仏教に関わる中心的な施設に加えて、第 4テ ラスSB01の ような僧侶の生活に関わる施設

が併存したことがわかる。隣接して併存したにも関わらず、前述の両者の間には、立地・造成

の面において差異が認められる。それは仏堂跡・塔跡が尾根上に立地するのに対し、第4テラ

スSB01は谷部に立地することである。また、建物の方位は仏堂跡・塔跡がほぼ南を向くのに

対し、第 4テ ラスSB01は南束を向くことも挙げられる。これは平坦地を谷の等高線に沿わせ

自然地形に従うことで比較的軽微な造成で平坦地を造成したためと考えられる。中寺廃寺跡A

地区全体を見ると (第 3図 )、 方位に沿わない未調査の平坦地が数箇所確認でき、これらも第

4テラスと同じく僧侶の生活に関わる施設が所在した可能性が考えられる。

このように、国家仏教に関わる中心施設である塔 (第 3テ ラス)・ 仏堂 (第 2テラス)は厳

密に方位に従うが、僧侶の生活に関わる調理施設 (第 4テラス)は 自然地形に従うという建物

造成方法の違いは、古代山岳寺院の一側面として重要な意義を持つと考えられる。

-29-





例

①

中寺廃寺跡付近の道について

はじめに

平成19年度に実施した里道部分の トレンチ調査の成果により、里道の一部は山側を切上し谷

側を盛土し造成したことを確認した。中寺廃寺跡付近は寺院廃絶以降、峠を歩いて越える人々

や炭焼きや山来取り等に訪れる人が通るのみであったと考えられるため、道に大規模な造成を

加えられたのは中寺廃寺跡が造営されていた当時のことと考えられる。

本稿では現在まで現地踏査・文献調査・聞き取り調査等で確認した中寺廃寺跡付近の道を提

示し、その性格について検討したい。

② 中寺廃寺跡付近の道

。中寺廃寺跡～大川神社の道 (a)

中寺廃寺跡から笹ヶ多尾にかけての尾根の頂上付近には里道が通る。また、笹ヶ多尾から

大川山山頂の大川神社にかけての讃岐山脈上にも里道が通る。大川神社は天平四 (731)年

に当時の国司が参詣して降雨を願うと大雨が降ったと伝えられ、雨乞いや安産の神として讃

岐・阿波の人々から信仰を集めている。

また、この道は天保 6(1835)年 2月 に高松藩主松平頼恕公が鷹野に訪れた際に通行した

という記録を西村家文書において確認している。その際に描かれた絵図には中寺廃寺跡から

大川神社の途中に鳥居が描かれており、当時からこの道が大川神社の参道の一つとして利用

されていたことがわかる。

聞き取り調査によると、昭和まで讃岐山脈付近において炭焼きが盛んであり、この里道を

辿り江畑地区・塩入地区・犀壽地区へ炭を運搬していたとの事である。また、昭和まで大川

神社に至る信仰の道として利用されていたとの事である。

・大川神社～野口地区の道 (b)

大川神社からは琴南地区方面への道が数本分岐している。この内まんのう町中通野口地区

へは「大川道」と呼ばれる里道が通る。「大川道」沿いには石灯篭・鳥居・手水鉢
。随神門

といった神社に関わる施設が所在し、道が神社の参道としての役割を果たしていることがわ

かる。また、道沿いには丁石や標石が設置され大正時代の銘を持つもの、天保年間の銘を持

つもの、割石に文字を彫ったものを確認している。その内最も古い時代の銘文は、随神門の

脇に設置された石灯籠の天保 6(1835)年の銘文である。

聞き取り調査によると、昭和まで大川神社への参詣者や炭焼きの人が往来したとの事であ

る。

中寺廃寺跡～杵野地区の道 (c)

中寺廃寺跡の北側から延びる道を尾根沿いに辿ると杵野地区へと下りることができる。
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聞き取り調査によると、昭和まで中寺廃寺跡を経由し大川神社への参詣者や炭焼きの人が

往来したとの事である。

また、この付近には「松地 (=末寺)谷」という寺院関係の地名が残る。

・中寺廃寺跡～江畑地区の道 (d)

中寺廃寺跡から北西方面へ尾根を辿り西谷を経由する、もしくは中寺廃寺跡から北へ尾根

を辿り東谷もしくは中谷を経由するとまんのう町吉野江畑地区へ下りることができる。聞き

取り調査によると、昭和まで双方の道を通り (東谷を経由する道が緩やかであるため、主に

こちらを通った)、 中寺廃寺跡を経由し大川神社や徳島方面へ交通していたとの事である。
さ えん ば

また、江畑地区には中寺廃寺の僧侶が菜園を営んだと伝承される「菜園場」という地名が

残る。

。中寺廃寺跡～塩入地区の道 (e)

中寺廃寺跡か西へ尾根を辿るとまんのう町塩入地区へ下りることができる。

この道は、天保時代 6(1835)年 2月 に高松藩主松平頼恕公が鷹野に訪れた際に通行した

という記録を西村家文書において確認している。

また、塩入集落から中寺廃寺跡へと登る登山口には、塩入庵という明和年間 (1764～ 69)

に賢龍法師により結ばれたとされる庵がある。境内にある賢龍法師の墓には「明和九年壬辰

五月十日死」と記されている。塩入庵は中寺廃寺が起源と伝承される寺院のうちの一つであ

る浄楽寺 (丸亀市垂水町)が管理している。

聞き取り調査によると、昭和まで大川神社への参詣者や炭焼きの人が往来したとの事であ

る。

・琴南地区～徳島県美馬市の道 (f)

まんのう町琴南地区と徳島県美馬市の間には峠を介した車道が通る。この道は金比羅阿波

街道の一つとして賑わいを見せた道である。この道は聞き取り調査によると、昭和までこの

道を通り借耕牛の往来があるなど阿波と讃岐の交流の道であったとの事である。

・江畑地区～満濃池の道 (g)

江畑地区から満濃池にかけては車道が通る。この道は F満濃町史』によると藩政時代以前

から阿波の国から大川神社に詣で、中寺廃寺を経て江端・五毛を通り、金比羅宮に参詣する

コースが盛んに利用されたとされる。

・仲南地区～徳島県三好市の道 (h)

まんのう町仲南地区と徳島県三好市の間には峠を介した車道が通る。この道は塩入街道と呼
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ばれ賑わいを見せた道である。この道は聞き取り調査によると、昭和までこの道を通り借耕

牛の往来があるなど阿波と讃岐の交流の道であったとの事である。この道は聞き取り調査に

よると、昭和までこの道を通り借耕牛の往来があるなど阿波と讃岐の交流の道であったとの

事である。

・ A地区内の道 (i)

A地区内には平野部からの道が交差する場所があり多くの道が通る。

まず、江畑地区西谷と塩入地区からの道が第10テ ラス付近で合流し、そこから尾根上の道

が北東と南東へ延びる。次に、杵野地区および江畑地区東谷と江畑地区中谷からの道がA地

区第 1テ ラス北西を通り、今年度調査を行った里道部分を経由し讃岐山脈に通じる尾根上の

道と連結している。この道の内、第 2テ ラス付近から讃岐山脈に通じる尾根状の道の間は同

じような現況を呈しており、今年度里道の調査を行った箇所の切土・盛土による造成が続く

可能性が高いと考えられる。

③各道の性格の検討

以上、中寺廃寺跡付近の道について提示した。次にこれらの道の性格を検討したい。

まず、現在も車道が通り (f・ goh)がある。この内 (f・ h)は借耕牛の往来が盛んであっ

たと伝えられ、以前より阿波と讃岐を峠を介して結ぶ主要道として使われていたと考えられる。

次に、石造物及び文献資料によりにより天保年間まで遡る道 (a・ b・ e)や聞き取り調査

により確認した昭和まで大川神社に至る参詣の道や炭焼きの道として使用されたと伝えられる

使われた道 (a・ b・ c・ dee)がある。この中で中寺廃寺跡を経由する道 (a・ cod・ b)

は麓の集落に中寺廃寺跡に関係する可能性のある地名や庵が所在するため、中寺廃寺跡と関係

がある可能性がある。

④今後の課題

中寺廃寺跡付近の道についての調査・研究は、中寺廃寺の立地や各地域との関係を考える上

で非常に重要な意義を持つと考えられる。今回の検討では中寺廃寺跡付近の道について概観し

たに留まったが、各道の詳細や中寺廃寺跡内の各地区を連結する道を調査
。検討することでよ

り目的が達成できると考えている。次年度以降の検討課題としたい。
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土
師
質
土
器
・
上
鍋
A地
区
第
4テ
ラ
ス
 2
7層
35
8

口
縁
部
破
片
璽 心
0 
1c
m以
下
の
砂
粒
を
非
常
に
多
量
に
含
む

淡
黄
色
25
Y8
/3

浅
責
色
25
Y7
/3

須
恵
器
・
壺

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 2
7層

届
言
日
1/
8
堅
緻
0 
05
cm
以
下
の
砂
粒
を
含
む

褐
灰
色
10
YR
5/
1
黒
褐
色
10
YR
3/
1

26
須
恵
器
・
童

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 2
7層

肩
部
1/
8
堅
緻
0 
05
cm
以
下
の
砂
粒
を
含
む

黒
掲
色
10
YR
3/
1
黒
色
10
YR
2/
1

27
須
恵
器
・
童

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 2
7層

底
部
1/
8
堅
緻
0 
1c
m以
下
の
黒
色
粒
を
多
量
に
含
む

灰
色
10
Y6
/1

天
色
10
Y6
/1

町
帥
凹
箪
ぶ
W'
フ
、
示
司
】
肘
係
未
厘

宿
吉
梁

28
土
師
器
・
不

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 3
9層

6/
8

良
Э
 I
cm
以
卜
の
黒
色
粒
を
含
む

n 
tt
mぃ
,(
の
阜
石
.イ
董
歩
小
暑
今
ヤ

淡
責
炒
5Y
8/
3
浅
責
色
25
Y7
/3

29
土
師
器
・
lT
N

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 2
1層

口
縁
言
51
/8
や
や
良
」
も
Cm
以
ド
の
長
tl
・
ね
只
空
冨
0

●
1企
mい
′ヽ
い
私
対
歩
合
十
s

に
ぶ
い
貢
植
色

に
ぶ
い
貢
種
色

10
YR
7/
4

底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り
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種
別
・
器
種

土 区
出 地

出
土
地
点

法
量
(c
m)

残
存
率
焼
成

胎
土

色
調
・
内
面

色
調
・
外
面

備
考

番
号

口
径
底
径
器
高

30
土
師
器
・
4

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 2
3層
13
G

口
縁
部
1/
8
良
D 
lc
m以
下
の
黒
色
粒
を
夕
量
に

ヽ
年
mI
ゝ
!下
お
三
石
.石
五
歩
小

む 合
淡
責
a2
5Y
8/
4
淡
責
色
25
Y3
/4

31
土
師
器
・
イ

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 3
5層
12
C

口
縁
部
破
片
や
や
良
」
l 
Cm
以
ド
υ

'υ
種
を
言
0

■
つ
ぃ
mい
「
て
お
石
■
カ
ノ I
ゝ
皇
合
ォ

浅
黄
橙
色
10
YR
3/
4
浅
黄
橙
色
10
YR
8/
4

32
土
師
器
。
郵

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 3
5層

11
良
〕
05
cm
以
下
の
砂
粒
を
含
む

浅
責
色
25
Y7
/3

浅
責
色
25
Y7
/3

33
土
師
器
・
郵

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 3
5層
10
7

良
〕
05
cm
以
下
の
黒
色
粒
・
砂
粒
を
含
む

天
黄
色
25
Y6
/2

灰
黄
a2
5Y
7/
2

34
土
師
器
・
郵

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 3
5層
15
C

口
縁
部
1/
8
良
〕
2c
m以
下
の
長
石
・
石
英
・
黒
色
粒
を
少
量
含
む

喪
責
色
25
Y7
/4

浅
責
1登
色
10
YR
3/
4
腕
と
な
る
可
能
性
あ
り

土
師
器
・
郭

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 3
5層
15
C

口
縁
音
B1
/8

良
〕
2c
m以
下
の
長
石
・
石
英
・
黒
色
粒
を
少
量
含
む

磯
黄
色
25
Y7
/4

浅
責
橙
色
10
YR
3/
4
34
と
同
一
固
体
の
可
能
性
有
り

土
師
器
・
郭

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 3
5層

底
部
破
片
良
3 
05
cm
以
下
の
砂
粒
を
少
量
含
む

天
白
色
25
Y8
/2

浅
責
1登
色
10
YR
8/
4
円
盤
状
高
台
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

土
師
器
・
不

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 3
5層

〕哀
言
[1
/8

良
」
 I
cm
,ス
 「
Ψ
〃
′

う
つ
β
ml
),
~ド
お

|

む
宮 補

に 合

一 ユ 旦 鳳

多 少

を 寿

柾 葉
表
黄
橙
色
10
YR
8/
4
に
ぶ
い
責
橙
色

1∩
Vr
R7
/4

嵐
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

土
師
器
・
イ

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 3
5層

70
底
言
Б6
/8

良
υ
 Z
Cm
以
ド
Ψ
'黒
Bt
t 
τ
多
重
に

ヽ
Rβ
m 
L′
下
の
阜
石
.石
章
歩
小
０ 〈 立

喪
黄
橙
色
10
YR
3/
4
浅
責
1登
色
10
YR
8/
4
宝
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

土
師
器
。
郭

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 3
5層

底
言
Б3
/8

良
D0
5c
m以
下
の
砂
粒
を
含
む

明
赤
掲
色
5Y
R5
/8
明
赤
褐
a5
YR
5/
8
ま
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

40
土
師
器
・
邪

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 3
5層

78
良
9 
1c
m以
下
の
砂
粒
を
含
む

浅
責
鬱
5Y
7/
3
浅
責
色
25
Y3
/3
車
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

41
土
師
器
・
イ

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 3
5層
10
8
60
2[

良
9 
2c
m以
下
の
長
石
・
石
英
・
黒
色
粒
を
含
む

凋
黄
褐
色
10
YR
7/
6
明
責
掲
伽
OY
R7
/6
車
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

42
土
師
器
・
lT
N

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 3
5層
11
6

良
9 
1c
m以
下
の
砂
粒
を
含
む

浅
責
t2
5Y
7/
3
浅
黄
色
25
Y7
/3

哀
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

43
土
師
器
・
郭

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 3
5層

ほ
ぼ
完
存
良
D2
cm
以
下
の
長
石
・
石
英
・
黒
色
粒
を
少
量
含
む

浅
黄
橙
色
10
YR
8/
4
淡
責
色
25
Y8
/3

貢
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

土
師
器
・
不

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 3
5層
10
4
74

肩
部
5/
8
良
D 
lc
m以
下
の
黒
色
粒
を
多
量
に
含
む

浅
黄
橙
色
10
YR
3/
4
浅
黄
橙
色
10
YR
8/
4
主
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

土
師
質
土
器
・
長
胴
甕
A地
区
第
4テ
ラ
ス
 3
5層
37
8

口
縁
部
破
片
悪
0 
4c
m以
下
の
砂
粒
を
多
量
に
合
む

に
ぶ
い
褐
色

7氏
YR
Б
/4

に
ぶ
い
褐
色

46
土
師
質
土
器
・
長
胴
甕
A地
区
第
4テ
ラ
ス
 3
5層
31
5

口
縁
部
破
片
悪
0 
3c
m以
下
の
砂
粒
を
多
量
に
合
も

羽
褐
色
7 
5Y
R5
/6
明
掲
色
7 
5Y
R5
/8
口
縁
部
内
面
横
ハ
ケ

土
師
質
土
器
・
土
釜
A地
区
第
4テ
ラ
ス
 3
5層
27
5

口
縁
部
3/
8
や
や
悪
0 
05
cm
以
下
の
砂
粒
を
多
量
に
合
む

に
ぶ
い
植
色

天
営
こ掲
色
10
YR
4/
2
体
部
外
面
縦
ハ
ケ

土
師
器
・
椀

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 3
5層
16
8

7/
8

良
0 
1c
m以
下
の
黒
色
粒
を
多
量
に
含
む

0 
2c
m以
下
の
長
石
・
石
英
を
合
む

浅
黄
色
25
Y7
/3

麦
黄
色
25
Y7
/3

低
昔
b回
転
ヘ
フ
切
り
、
ほ
部
駐
踊

l

穿
孔
、
体
部
下
半
内
面
と
口
縁
部
の

一
欺
が
悪
執
I夕
望
名
イ
レ

49
黒
色
土
器
・
椀

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 3
5層
15
7

6/
8

良
0 
05
cm
以
下
の
砂
粒
を
含
む

黒
色
5Y
2/
1

黒
色
5Y
2/
1

輪
高
台
、
両
黒
焼
成
、
前
面
に
帷

ク
mm
の
ヘ
ラ
遂
去

50
須
恵
器
・
壺

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 3
5層

や
卜
音
[2
/8
堅
微
0 
05
cm
以
下
の
砂
粒
を
含
む

暗
灰
色
N3
/

天
色
N4
/

須
恵
器
・
壺

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 3
5層

底
部
3/
8
堅
微
0 
05
cm
以
下
の
砂
粒
を
含
む

灰
色
N4
/

丁
リ
ー
ノ
灰
B

53
土
師
器
・
郵

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 5
層

底
部
1/
8
良
0 
2c
m以
下
の
黒
色
粒
・
砂
粒
を
少
量
含
む

浅
黄
t2
5Y
7/
4
喪
責
橙
色
10
YR
8/
4
円
盤
状
高
台

土
師
器
・
邪

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 5
層

底
部
1/
8
良
0 
2c
m以
下
の
砂
粒
を
少
量
含
む

に
ぶ
い
植
色

こ
ぶ
い
種
色

7 
5Y
R7
/4

円
盤
状
高
台

55
土
師
器
・
イ

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 5
層

底
部
3/
8
良
0 
1c
m以
下
の
黒
色
粒
・
砂
粒
を
多
量
に
含
む

に
お
ミ ぃ
榎
色

に
ぶ
い
植
色

須
恵
器
・
甕

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 5
層

体
部
破
片
堅
緻
0 
05
cm
以
下
の
砂
粒
を
含
む

黄
灰
色
25
Y5
/1

黒
掲
色
25
Y5
/1

卜
回
恰
す
タ
タ
十
日
、
四
Hl
コ
(

上
師
器
。
郵

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 2
0層
11
4

2/
8
や
や
良
0 
2c
m以
下
の
黒
色
粒
を
少
量
含
む

橙
色
2 
5Y
R7
/6

炎
州
登
色
2 
5Y
R7
/4

土
師
質
土
器
・
奏
A地
区
第
4テ
ラ
ス
 2
0層
25
0

4/
8

悪
0 
3c
m以
下
の
長
石
・
石
英
を
多
量
に
含
む

黒
褐
色
7 
5Y
R3
/2
凋
赤
掲
色
2 
5Y
R5
/6

須
恵
器
・
杯

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 
排
土
中

1/
8

堅
緻
0 
05
cm
以
下
の
砂
粒
を
含
む

黄
灰
色
25
Y6
/1

灰
白
色
25
Y7
/1

輪
高
台



司
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種
別
・
器
種

土 区
出 地

出
土
地
点

法
量
(c
m)

残
存
率
焼
成

胎
 
土

色
調
。
内
面

色
調
・
外
面

備
考

番
£

口
径
底
径
器
高

60
土
師
器
・
不

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 
排
土
中
10
9

3/
8

良
〕
l 
cm
以
下
の
黒
色
粒
を
多
量
に
含
む

灰
責
色
25
Y7
/2

灰
黄
色
25
Y7
/2

土
師
器
・
郭

A地
区
ミ
pl
∩
 9
層

11
4

良
0 
05
cm
以
下
の
砂
粒
を
多
量
に
合
む

淡
黄
色
25
Y8
/3

浅
黄
橙
色
7 
5Y
R3
/4
円
盤
状
高
台

62
須
恵
器
・
甕
(転
用
硯
)
A地
区
希
4ァ
フ
ス

ヨ
P1
0 
2層

体
部
破
片
堅
緻
0 
05
cm
以
下
の
砂
粒
を
含
む

灰
色
N5
/

灰
色
N4
/

淋
面
格
子
タ
タ
キ
ロ
、
内
面
摩
減
し

須
恵
器
。
多
口
瓶
A地
区
弔
4ア
フ

０ 目

ム

ｎ
11
4

四
豚
‥
肩

tR
.供
獣
畔
堅
徹
Э
05
cm
以
下
の
長
石
・
石
夷
・
を
少
量
含
む

●
ヽ
ぉ
mド
′下
ハ
璽
盗
埒
歩
小
喜
合
お

灰
白
色
5Y
7/
1

灰
色
5Y
6/
1

西
播
磨
産
須
恵
器

64
土
師
器
・
椀

A地
区
第
1テ
ラ
ス
１ 凸
弗 ＋
幣

底
部
1/
8
や
や
良
0 
05
cm
以
下
の
黒
色
粒
を
含
む

灰
白
色
25
Y3
/2
浅
黄
てヨ
25
Y7
/3
輪
高
台
、
回
転
ヘ
ラ
切
り

65
須
恵
器
。
皿

A地
区
弟
1テ
ラ
ス
 
再
3

ト
レ
ン
手
 
姉
+中

底
部
1/
8
竪
緻
0 
05
cm
以
下
の
黒
色
粒
を
含
む

灰
色
75
Y6
/1

灰
色
75
Y6
/1

須
恵
器
・
イ

A地
区
覇
1テ
ラ
ス
１ 由
嘉 ＋
稀
12
6

口
縁
部
1/
8
堅
緻
Э
05
cm
以
下
の
黒
色
粒
を
合
む

灰
色
75
Y4
/1

灰
色
7.
5Y
4/
1

第
2表
 
中
寺
廃
寺
跡
出
土
遺
物
観
察
表
(2
)石
製
品

種
別
・
器
種

土 区
出 地

出
土
地
点

法
量
(c
m)

残
存
率
焼
成

胎
 
土

色
調
・
内
面

色
調
・
外
面

備
考

長
さ
幅
厚
さ

52
iE
石

A地
区
第
4テ
ラ
ス
 3
5層

33
破
片
流
紋
岩
表
面
・
裏
面
摩
減
、
側
面
は
一
辺
の
み
調
整

喪
黄
色
25
Y8
/4

灰
白
色
25
Y8
/2

※
色
調
は
、
農
林
水
産
省
農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局
監
修
・
財
国
法
人
日
本
色
彩
研
究
所
色
票
監
修
F新
版
標
準
土
色
帳
19
94
年
度
版
』
を
参
照
し
た
。

※
残
存
率
は
原
則
と
し
て
完
形
品
に
対
す
る
実
物
の
割
合
を
8分
割
で
記
載
し
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
記
載
し
た
。
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A地区 第4テラス

A)SB01 完掘状況 (北西より)

図版2

B)SB01 完掘状況 (北東より) C)SB01 床面被熱面 (東より)

D)SD01 完掘状況 (東より) 全景 完掘状況 (北より)



断面 (北より)

断面 (西より)

E)遺物38 出土状況 (南より)

断面 (北より)

断面 (北より)

F)遺物49 出土状況 (南より)

G)遺物34・ 44 出土状況 (南より) H)SD01 断面 (西より)



A地区第 1テラス

A)ト レンチA― A'(東より) B)ト レンチ A】 ―A"(東より)

D)ト レンチC― C'(西より)C)ト レンチC― C'(東より)

E)ト レンチC― C'溝状遺構 (西より) F)ト レンチC― C'溝状遺構 (北東より)



A地区 第 10テラス

A地区 里道

B)SK01 完掘状況 (東より)

柱穴群 完掘状況 (西より)A)全景 完掘状況 (北より)

D)ト レンチ全景 (北西より) E)ト レンチ全景 (南西より)



図版6

10

鰯

�

電

鵜

絨 3

A)A地 区 第4テ ラス 出土遺物 1～ 12(内面)

義簿にに触μ2

‐議 3

�

∽

乱

B)A地 区 第4テ ラス 出土遺物 1～ 12(外面 )



図版フ

Ⅷ
24

甕   25

酔  26

盈

14

篭 静 18

璽 ∈ 鶉 19

' 20

0川

畿  22

A)A地 区 第4テラス 出土遺物 13～28(内面)

1に

24

11,日
顧″25

■ 26

饉 葦 期

'16

偽身

B)A地 区 第4テ ラス 出土遺物 13～28(外面 )



図版8

に 。

覆驚物卜36

に 37

38

39

斡 ゑ

A)A地区 第4テ ラス 出土遺物29～ 44(内面 )

姜鷺轟鷺線
'と

。
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B)A地 区 第4テ ラス 出土遺物29～44(外面)
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A)A地 区 第4テ ラス 出土遺物45～52(内 面)

B)A地 区 第4テ ラス 出土遺物45～52(外面)
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A)土師器椀48(内面) B)土師器椀48(外面 )

C)土師器椀48底部 (内面 ) D)上師器椀48底部 (外面 )

E)黒色土器椀49(内面) F)黒色土器椀49(外面)
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堪  魂6
A)A地 区 第4テ ラス 出土遺物53～ 63、 A地区 第1テ ラス 出土遺物64～66(内面)
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B)A地 区 第4テラス 出土遺物53～ 63、 A地区 第1テ ラス 出土遺物64～66(外面 )
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3001だ 確認調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

中寺廃寺跡 山岳寺院 平 安
掘立柱建物跡、

柱穴、溝状遺構

須恵器、土師器、黒

色土器、西播磨産須

恵器多口瓶

山岳仏教草創期の

山岳寺院における

発掘調査

要  約

中寺廃寺跡は集落から離れた標高600m～700mの 山中に立地する山岳寺院である。創建時期
は山岳仏教草創期である9世紀に遡る。現在までの発掘調査により東西400m、 南北600mの範囲
にA・ B・ Cの 3地区に分かれて寺院を構成する多様な伽藍が展開していたことを確認した。香
川県の寺院興隆期である10世紀には、A地区において寺院中心部である塔・仏堂が、 B地区に
おいて修行と生活の場である仏堂 。僧房が、 C地区において祭祀的な遺構と考えられる石組遺
構が造営される。この時点で、中寺廃寺は、機能が異なる空間が谷を囲んで向かい合う山岳・

山林寺院として整う。古代山岳寺院の原初の姿を良好に示す中寺廃寺跡は、四国の山岳・山林

寺院、山岳仏教を理解する上で重要な遺跡であると考えられる。

平成19年度の調査においてはA地区の追加調査を実施した。その結果、第 4テ ラスにおいて
は掘立柱建物跡を確認した。建物跡は床面の一部が強く被熱し、また調理具・供膳具が出土した

ことから、かまどを備えた「大炊屋」。「厨」・「かまど屋」等の調理施設であったと考えられる。
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